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修士論文要旨
社会人学生の科目履修における自己変容プロセスに関する研究
Development of Supporting System for Adult Students to Reflect the Learning Process
鈴木　知誉子（Chiyoko Suzuki）　　指導：尾澤　重知
1．研究背景と目的　Mezirow （1997）は，成人が経験で
培った準拠枠は学習を通じた再吟味 （批判的内省）により
再構成が生じる過程を変容的学習と定義している．社会人
学生が学習を通じて変容する過程や要因を把握するために
過去の経験や振り返りの可視化ツールが必要であると考え，
社会人学生の自己変容プロセスの表出化と内省を促す方法
の検討と，履修した科目を可視化する補助ツールの有効性
を示すことを目的に４つの研究を実施した．（「人を対象と
する研究に関する倫理委員会」承認番号【2015-047】）．
2．研究１（ 社会人在学生対象/科目説明の有用性と外化手
法比較）
　履修科目を説明する行為が自己変容プロセスの表出化に
つながるかを調査した．また，その外化方法として「自由
配置型」（科目名を自由に配置）と「マトリクス配置型」（時
間〈過去・将来〉と場〈生活・仕事〉の２軸に科目名を配
置）のどちらがより準拠枠の再吟味を誘発するかを，表出
する概念の比較によって検討した．X大学Y学部通信教育
課程に在籍する社会人学生で入学から２年以上経過した７
名（男性２名，女性５名，平均年齢44.9歳，SD＝6.09）に
対し２つの方法を用いて実施し，質的データ分析QDA法と
テキストマイニングを用いて分析した．
【結果】履修科目について説明する行為は，６つの概念で構
成された自己変容プロセスの表出化につなげる発言を導い
た．また，「自由配置型」は大学独特のルールや学習方法，
履修科目から吸収したことを説明し，「マトリクス配置型」
は，時間軸や場を想起する必要性から自分のライフマネジ
メントについての語りを誘発させる特徴が見られた．
3．研究２（社会人既卒生対象/マトリクス配置型のみ）
　研究１の対象者と同時期に在学していたX大学Y学部通
信教育課程を卒業し１年が経過した社会人８名（男性４名，
女性４名，平均年齢51.5歳，SD＝6.65）に対して，改良版
「マトリクス配置型」を用い，研究１と同様に調査と分析を
実施した．また，マトリクスを９つのエリアに分類し，履
修科目数や概念カテゴリ出現数の分析を行った．
【結果】科目出現数66種類，のべ97件（M＝12.13,SD＝2.30）
であった．概念コード総数は76種類，合計709件，新たな概
念コードが21追加され13の概念カテゴリが生成された．概
念カテゴリは【履修理由（研究・関心）】【学習スタイル】
【科目履修で起こる変化（深まり・広がり）】の順で，FS
（Future＆Social）エリアに多くの概念が出現していた．
4．研究３（学部３年生対象/マトリクス配置型のみ）
　マトリクス配置型ツールを，20代前半の学部３年生に対
して同じ方法で実施・分析し，科目出現数や概念カテゴリ
数の違いを検証した．対象者は，X大学Y学部に入学後３年
が経過し，演習課程の学部３年生８名（男性３名，女性５
名，平均年齢20.9歳，SD＝0.87）とした．
【結果】科目出現数62種類，のべ86件（M＝10.75,SD＝0.89）
であった．概念コード総数83種類，合計618件，研究２の13
カテゴリに新たな概念コードが７追加された．概念カテゴ
リは【感想・印象（プラス）】【学習スタイル】【科目履修で
起こる変化（深まり・広がり）】の順に，またFSとFi（Future
＆Individual）エリアに多くの概念が出現した．
5．研究４（社会人既卒生と学部３年生の比較）
　研究２・研究３の結果を比較検討し，対象者の違いによっ
て「マトリクス配置型」ボードを用いた調査の相違点や共
通点などについて検討を行った．
【結果】研究２と研究３の概念カテゴリ数の割合については
差があった（χ2（12,N＝26）＝135.17, p＜.01）．残差分析
の結果，社会人既卒生は自己変容の表出化に直接つながる
ような概念カテゴリが有意に出現し，学び捨てや学び直し
の過程が可視化され，学部３年生は科目履修そのものから
受けた刺激や影響を想起するような概念カテゴリが出現し
た．
6．まとめと考察
　研究１では履修科目の説明が社会人学生特有の自己変容
プロセスの表出化につながることがわかった．研究２では
履修した科目を可視化する補助ツールとして「マトリクス
配置型」がより有効であることがわかった．研究２～研究
４により，社会人既卒生は学部３年生よりも，科目履修に
よる自己変容プロセスをより表出化させる可能性が高いこ
とがわかった．研究４の分析結果から，社会人既卒生と学
部３年生のいずれが「マトリクス配置型」を利用しても，同
程度の科目を出現させることが可能であり，学部３年生の
場合は履修科目の俯瞰に寄与し，社会人学生の場合は準拠
枠の再吟味に寄与し，学部３年生よりもさらに深い内省に
つながることが示唆された．今後は，学習や経験を通じた
自己変容プロセスを適時に振り返ることが可能な社会人学
生用「生涯学習パスポート」に寄与する開発につなげたい.
